
skillpro-comittee@rman.jp）

大学の知財活動の課題への対策と成⾧への方策を、大学知的財産のイノベーションへの貢献、大学
の知的財産マネジメントの特性、未活用特許の扱い、出願予算の確保、大学にありがちな失敗、成
⾧スパイラル等の観点から考えます。

製薬企業及びアカデミアにおける様々な実体験、成功例・失敗例をベースに、研究開発から事業化
においてURAに求められる知財戦略について、実務に活かせるポイントと考え方をコンパクトに
分かり易く解説します。

効果的・効率的に研究活動を進めていく上で、特許情報の活用は欠かせません。研究テーマのブ
ラッシュアップや共同研究先の探索などにおける特許情報の活かし方、簡単な調査・分析方法につ
いて事例を通じて紹介します。

講義室は食事禁止につき、学食等をご利用ください

事前にお伺いした皆様の関心をもとにグループを形成し、課題やその解決策等についてディスカッ
ションを行います。


